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⑴ 令和８年度予算の概要

（地域防災力の向上関係分）

1

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要

資料３

〇検討委員会でのこれまでの意見

○地域に期待する役割、既存事業見直し

➤ 市役所・区役所における役割分担・窓口

の明確化

➤ 区役所が地域課題に取り組むための措置

○時代に即した避難所の役割

➤ 避難所避難の必要性

➤ 「在宅避難」の活用

○既存地域団体への対応

➤ 地域活動への参加機会・場の提供

➤ 防コミ等に対する補助制度の拡充

➤ 防災士育成事業による人材確保、育成

➤ 市内における防災士ネットークの構築

○自治会空白地域等への対応

➤ 様々なステークホルダーの協力,活用

➤ 市内で活動する専門ボランティアの

養成

○避難所開設・運営訓練の促進

➤ 訓練内容・手順の標準化

➤ インセンティブ（報酬・委託料等）付与

○次世代育成への支援策、防災教育

➤ 学生防災ボランティアの協力、活用

○災害時活動に対する実費弁償

➤ ボランティア等の避難所運営業務等への

従事に対する実費弁償の検討

① 地域と行政の協働 ② 担い手不足への対応 ③ 持続可能な地域防災体制の確立

早急に対応できるもの（赤字）について令和８年度予算に反映

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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① 地域と行政の協働

・ 地域に期待する役割の検討、既存事業見直し

➤ 「突発的な災害時等、市職員がただちに対応できない場合であっても、地域の方々が自ら避

難所を開設し、安全に避難できる」ために必要な事項の整理

➤ 既存事業の整理・見直し（簡素化）

➤ 市役所・区役所における役割分担・窓口の明確化

・ 防コミ、ふれまち事業の運用にあたり、部局間の連携をより密にし、市民目線に立った

分かりやすく、利用しやすい制度運用ができるよう整理・調整

具体的な取組み・検討内容

〇早期に取り組む事項（1/6）

その他

※ ：第１回委員会で「検討委員会で検討いただきたい事項」として提示
した項目中、第2回委員会論点整理の項目に含まれない項目を抜粋

その他

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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(2) 区災害対策本部運営訓練の実施【6,000千円】

≪取組み内容≫

・区災害対策本部運営に特化した訓練を新たに実施

➤研修内容：各区防災担当者を参加者として、区

災害対策本部運営訓練を模擬実施

⇒翌年度以降は各区で実施

(1) 災害対策本部運営演習の受講【632千円】

≪取組み内容≫

・実践的な演習を通じた防災担当者の養成

➤実施主体：東京大学生産技術研究所附属災害対

策トレーニングセンター

➤研修内容：災害対策本部運営の基礎、対応演習、

平時の準備 等

〇区災害対策本部の機能強化

①地域と行政の協働

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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② 担い手不足への対応

・ 既存地域団体に対する取組み

➤ 防災士育成事業を活用した人材の確保、育成

➤ 市内における防災士ネットークの構築

・ 防災士資格の取得機会の拡充（市主催研修の検討）

・ 市による防災士ネットワークの構築に向けた登録制度の創設

・ 防災士の人材育成や防災士間の交流を図るための場の創設（講演会 等）

〇早期に取り組む事項（3/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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(2) 神戸市防災士登録制度の創設【1,000千円】

≪取組み内容≫

・市と市内在住・在勤の防災士間との情報共有・連

携を促進

・講演会を開催し、技能の向上と集まる機会の創出

➤防災士育成補助事業利用者及び下記講演会受講

者を登録

➤講演会を開催し、技能向上と集まる機会の創出

(1) 防災士養成研修の市内実施【4,880千円】

≪取組み内容≫

・神戸市内で防災士養成研修を受講する機会を創設

・地域団体からの推薦の要件を廃止

〇防災士育成事業の拡充

②担い手不足への対応

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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② 担い手不足への対応

・ 自治会空白地域等（マンション含む）に対する取組み

➤ 地域団体以外の様々なステークホルダーの協力、活用

・ 担い手のいない地域における地元企業、NPO・ボランティア、学生等を活用した避難所開設

に向けた避難所開設訓練のモデル実施・検証

※ 下記の地勢・属性にあてはまる地域を選定（例示）

①郊外の住宅集積地域（いわゆるオールドニュータウン）等、若年層の流出によりコミュ

ニティ継続が困難な地域

②マンションの集積等、一定の人口はあるが近隣との交流関係が薄いなど、コミュニティ

形成が困難な地域

③人口密度が低い旧村落地域

〇早期に取り組む事項（4/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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(1) 避難所開設モデル事業の実施【10,000千円】

≪取組み内容≫

・地元企業、NPO・ボランティア、学生等を活用した

避難所開設体制のモデルの構築

・モデル構築後は各地域における効果、課題等を検

証・整理し、先行事例として他の地域へ活用

≪スケジュール≫

・令和８年度 各区１ヶ所を目安（10ヶ所）と

してモデル実施

・令和９年度以降 モデル実施地区以外へ拡大

〇担い手のいない地域における避難所開設モデル事業

担い手のいない地域におけ
る避難所開設モデル事業学生地元企業・NPO

キーボックス・開設キットの配備
ベッド・間仕切り等の資機材充実

各区1ヶ所を目安に
モデル事業

避難所

担い手となる
団体等がない地域

避難所

防災福祉コミュニティ等
避難所

地域 行政

配備開設

開設

開設

②担い手不足への対応

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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② 担い手不足への対応

・ 自治会空白地域等（マンション含む）に対する取組み

➤ 市内で活動する職能ボランティアの養成

・ 災害対応に関する専門的知見・技能を有する市民ボランティアの養成

（早急に対応が必要な避難所運営を担えるボランティアの養成から実施）

〇早期に取り組む事項（5/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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(1) 避難所運営専門ボランティアの育成【2,570千円】

≪取組み内容≫

・市内で発生した大規模災害に際して、市外からの応援を待たずに被災者が即時に必要な支援を受けられるよう、

災害対応に関する専門的知見・技能を有する市民ボランティアを養成・登録していく。

≪スケジュール≫

・令和８年度 避難所運営専門ボランティアの資格取得助成・登録制度

・令和９年度 風呂や温食の提供等、幅広い取組実施に向けた専門ボランティア登録の検討

〇市内で活動する専門ボランティアの養成

②担い手不足への対応

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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③ 持続可能な地域防災体制の確立

・ 次世代育成への支援策（学生防災ボランティアサークル等）、防災教育

➤ 学生防災ボランティアの協力、活用

・ 防災・減災活動に取り組む学生団体の交流・協働を促進するための仕掛けづくり

〇早期に取り組む事項（6/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要

12

(1) 若者の防災意識醸成に向けた市民フォーラムの実施【3,700千円】

≪取組み内容≫

・若者同士の学び合い、連携の場を構築

・企業・地域・ＮＰＯ等と若者との交流機会を創出

≪詳細≫

・市内の防災インフラ視察（大容量送水管、防潮鉄扉、ポンプ場等）

・学生団体による活動発表（フォーラムの開催）

・市外の学生団体との防災課題の共有

・他団体とのグループディスカッション

⇒ 地域防災の担い手の育成へとつなげていく

〇次世代の防災の担い手への支援

［防災に取り組む学生］

（提供）神戸学院大学 防災女子

［被災地で住民の話を聞く学生］

神戸大学ＨＰより

③持続可能な地域防災体制の確立

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要
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（継続して検討を要する事項）

13

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要（今後、継続して検討を要する事項）

14

② 担い手不足への対応

・ 既存地域団体に対する取組み

➤ 地域活動に参加を促すための機会・場の提供

➤ 防災福祉コミュニティ等に対する補助制度の拡充

・ 地域による避難所開設・運営訓練の促進方策

➤ 訓練内容・手順の標準化

➤ インセンティブ（報酬・委託料等）付与の検討

・ 訓練内容・手順の標準化（開設訓練として実施すべき事項と手順を明示）

・ 防コミ運営活動費メニューへの「避難所開設訓練」の追加（実績に応じた加算等）

〇早期に取り組む事項（2/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要（今後、継続して検討を要する事項）
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15

① 地域と行政の協働

・ 地域に期待する役割の検討、既存事業見直し

➤ 「突発的な災害時等、市職員がただちに対応できない場合であっても、地域の方々が自ら

避難所を開設し、安全に避難できる」ために必要な事項の整理

➤ 区役所が地域課題に取り組むために必要な予算措置

➤ 区災害対策本部としての地域への支援のあり方

・ 各地域の詳細な実情把握の推進

・ 区役所（区災害対策本部）として必要な体制・予算等の検討

〇継続的に取り組む事項（1/6）

具体的な取組み・検討内容

その他

※ ：第１回委員会で「検討委員会で検討いただきたい事項」として提示
した項目中、第2回委員会論点整理の項目に含まれない項目を抜粋

その他

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要（今後、継続して検討を要する事項）

16

① 地域と行政の協働

・ 時代に即した避難所の役割

➤ 「緊急避難場所」と「避難所」の相違点の周知

➤ 「在宅避難」の活用（避難時の安全確保、個々の事情に応じた避難生活等の観点）

・ 「在宅避難」の選択を含む、災害の状況に適した避難先・避難方法等の検討

・ 避難所受付システム導入の検討（在宅避難を含む避難者情報を迅速、効率的に管理）

・ 市民が適切に判断できるよう正しい知識・情報の広報

・ 車中避難・ペット同室避難の取扱い

〇継続的に取り組む事項（2/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要（今後、継続して検討を要する事項）
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② 担い手不足への対応

・ 自治会空白地域等（マンション含む）に対する取組み

➤ 地域団体以外の様々なステークホルダーの協力、活用

・ 避難所開設訓練のモデル実施の検証結果を踏まえ、他の地域へ拡大

・ 新たなステークホルダーの掘り起こし、活用の検討

〇継続的に取り組む事項（3/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要（今後、継続して検討を要する事項）

18

② 担い手不足への対応

・ 自治会空白地域等（マンション含む）に対する取組み

➤ 市内で活動する職能ボランティアの養成

・ 災害対応に関する専門的知見・技能を有する市民ボランティアの養成

（風呂、温食提供等、様々な専門ボランティアの養成・掘り起こし）

〇継続的に取り組む事項（4/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要（今後、継続して検討を要する事項）
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③ 持続可能な地域防災体制の確立

・ 次世代育成への支援策（学生防災ボランティアサークル等）、防災教育

➤ 防災ジュニアチームの活用・拡充

・ 災害対策基本法等の改正を踏まえた議論

➤ ボランティア等の避難所運営業務等への従事に対する実費弁償の検討

➤ 持続可能性確保のための市による地域防災の担い手に対するインセンティブのあり方

・ 防災ジュニアの定着化・拡充等に向け、必要な施策を引き続き検討

・ 地元企業・ボランティア等による避難所運営業務を含む地域防災の担い手としての活動

（平時・有事）に対する実費弁償の検討（国では災害発生時（原則として災害救助法の

適用が必要）に限定）

〇継続的に取り組む事項（5/6）

具体的な取組み・検討内容

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要（今後、継続して検討を要する事項）

20

④ 第１回委員会 検討事項より

・ その他の対する取組み

➤ 地域での防災に関する情報共有の円滑化（LINEグループ、TEAMSの活用など）

・ 市民向け災害情報ツール（リアルタイム防災情報、災害掲示板等）の普及・啓発

・ 地域内における情報ツールの普及・啓発

〇継続的に取り組む事項（6/6）

具体的な取組み・検討内容

その他

※ ：第１回委員会で「検討委員会で検討いただきたい事項」として提示
した項目中、第2回委員会論点整理の項目に含まれない項目を抜粋

その他

【第３回 地域防災力の向上に関する検討委員会 資料（抜粋）】

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑴ 令和８年度予算の概要（今後、継続して検討を要する事項）
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⑵ 今後の進め方

21

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑵ 今後の進め方
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〇地域防災力の向上に関する検討委員会 開催要綱（抜粋）

第３条 委員の任期は、１年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

２ 委員は、再任されることができる。

附 則

２ この要綱は、令和８年３月31日限り、その効力を失う。

・継続して検討すべき課題等への対応

・関連予算の進捗報告

・その他、地域防災力の向上に資する意見聴取 等を行うため、

検討委員会の期間を１年間（令和８年４月～令和９年３月）延長する

⑵ 今後の進め方

第４回 地域防災力の向上に関する検討委員会⑵ 今後の進め方



 
神戸市地域防災力の向上に関する検討委員会（第４回） 意見照会書 

 
機 関 名)                          
委員氏名)                         

 
 本日の議題等についてご意見ございましたら、以下にご記入の上、下記事務局まで
ご回答をお願いいたします。 

  令和８年度予算案及び今後の進め方について 
意見記載欄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  その他 
意見記載欄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      

   

【提出先】 
〒650-8570                    
神戸市中央区加納町 6-5-1 神戸市役所４号館（危機管理センター）２階  

神戸市危機管理局防災企画課（被災者支援担当） 
Fax：078-322-6031 
Mail：kiki_shien @city.kobe.lg.jp 

資料４ 


